
活動記録 
               （NO．１ ） 

1.講座名 子ども水辺安全講座 

2.開催日時 平成２５年１０月２５日 

3.開催場所 葛城小学校 

4.河川名 吉野川 

5.参加人数 子ども   １２名 、  大人    名、  指導者   ３名 

6.講座内容 （各カリキュラム毎に ①カリキュラム名称・②概要・③講師名を記載し、写真を添付。 

       1日の活動を総括して、最後に考察を記載。） 

科目名： 自分を守る 

講師名： 天野幸彦  

 

 

 

         （写真貼付枠） 

 

 

 

概 要： セルフレスキュー 

     救助用機材について 

     

 右のチューブ、スノーケル、フィン、ヘルメッ

ト、ＰＦＤ、リングブイ、スローロープの使い方

や特徴について説明した。また、身近な物で身を

守る物（ペットボトルやバケツなど）を考えさせ

ました。 

 

科目名： 水辺の不思議 

講師名： 天野幸彦  

 

 

 

         （写真貼付枠） 

 

 

 

概 要： 吉野川と葛城川の汚れの比較  

 

 いつも活動している吉野川の水と小学校近く

の葛城川の水の汚れ（菌）の数を比較した。全員

「葛城川のほうが汚い～」と予想が的中！！ペッ

トボトルに採ってみると目視でもわかるくらい

はっきりと菌の数が違いました。 

 

科目名： 水辺から学ぼう① 

講師名： 天野幸彦  

 

 

 

         （写真貼付枠） 

 

 

 

概 要： 洞川温泉の素づくり 

  

 「洞川に行ったことがある人―！」から始まり

洞川の場所やごろごろ水、川辺を掘って囲いを作

ると温泉ができる川があることを説明した。５つ

の成分を選び、洞川温泉の泉質に近づけた。みん

な一言もしゃべらず真剣に計ったり、混ぜたりし

ていたのが印象的でした。 

考察  台風などの影響で実際に吉野川に行ってのプログラムができずに残念でしたが、屋内のプ

ログラムでもみんな楽しそうに活動してくれたので良かったです。 

様式Ｒ－５ 



 

 


